
 
   

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

 

 

学 校 教 育 自 己 診 断 の 結 果 に つ い て 

校 長  石 村  和 彦 
 

早いもので、この学校だよりも今年度の最後となりました。この一年間、さまざまなところ

で保護者の皆様にご理解、ご協力をいただきました。本当にありがとうございました。また、

先日はアンケート「学校教育自己診断」にご協力いただき、ありがとうございました。今回

はその結果についてお話させていただきます。まずは裏面（別ページ）の結果をご覧くださ

い。 

例年、肯定的意見が８０％以上というところを一応の目安としてとらえています。そういう

意味では、「学校はきれいで落ち着いた環境作りに努めている」という項目が最も低く、目

標値を割っている状況です。「落ち着いた環境」という言葉の取り方もいろいろあるかもし

れませんが、校舎の古さ（１号館と２号館は耐震工事を加えておりますが、私がこの小学校

に入学したときにすでにあったものです）は言い訳にできないと考えています。だれもが落

ち着くように、支援教育的な観点を取り入れつつ教室のユニバーサルデザイン化に取り組

みたいと考えています。シンプルに掃除の行き届いていないところもあるかと思いますが、こ

れも職員の点検シフトを見直して対応したいと思います。 

また、個に応じた指導をしている、という部分も低くなっています。ここ数年、教員不足の

あおりもあって少人数指導の人員を担任に回さなければならない状況もあります。人員で

カバーできない分、ギガスクール構想により一人一台のＰＣ端末が配備されましたので、ＡＩ

などを活用しながら、具体的にはキュビナという学習ソフト等も活用して、できるだけ個に応

じた対応も進めてまいりたいと思います。 

逆に最も評価をいただいたのが、「学校が教育方針や学校の様子を伝えている」という

項目です。今、世の中がいろいろ変化しているように、学校も大きな変化の波にさらされて

います。これからもきちんと情報を発信して、保護者と教職員の共通理解が進むよう、努力

してまいりたいと思います。 

和泉市では古い体育館を順次改修していますが、来年度は国府小学校の番になっ

ています。工事期間は５月から１０月末頃までで、その間、体育館は使用できません。ご

迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 

□□□お知らせとお願い□□□ 

http://www.city.osaka-izumi.lg.jp/school/esch/kokufu//index.htm
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和泉市立国府小学校   
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教育目標：いつも笑顔，光り輝く子どもの育成 

めざす児童像：主体的に  考え判断し  行動できる子《よくきく子･よくみる子･やさしい子･げんきな子》 

『 す べ て に 愛 を 分 か ち つ ゝ 』 

令和 6 年 2 月 29 日 

  

『 夢 に 向 か っ て 輝 き 合 え る 子 』 



肯定的回答 否定的回答

42.3% 50.8% 4.8% 0.5%

34.7% 52.9% 7.7% 0.8%

34.9% 38.9% 9.0% 0.8%

18.6% 52.8% 19.4% 1.9%

46.0% 40.5% 4.5% 8.7%

34.3% 47.3% 11.4% 0.8%

33.2% 49.6% 14.1% 2.1%

55.3% 33.6% 7.7% 0.8%

62.3% 29.7% 5.0% 0.5%

54.3% 33.8% 10.1% 0.8%

47.1% 41.5% 4.0% 0.3%

59.6% 29.4% 4.5% 0.2%

40.2% 45.8% 2.9% 0.3%

48.9% 42.6% 3.2% 0.5%

10.8%

4.8%

1.1%

2.6%

2.4%

1.1%

7.1%

6.3%

1.6%

5.5%

16.4%

7.4%

0.2%

6.1%

１３ 先生は子どもをよく理解してくれている。
86.0% 3.2%

１４ 学習の内容や進度等を、懇談会や学級（学年）通信などにおいて保護者に伝えるように努めている。
91.5% 3.7%

１１ 学校は、子どものことについての相談に適切に応じてくれる。
88.6% 4.3%

１２ 子どものまちがった行動には厳しく指導してくれる。
89.0% 4.7%

０９ 子どもは、学校行事や児童会活動などを楽しみにしている。
92.0% 5.5%

１０ 子どもは、給食の時間を楽しみにしている
88.1% 10.9%

０７ 子どもは学校へ行くのを楽しみにしている。
82.8% 16.2%

０８ 子どもは、自分の学級は楽しいといっている。
88.9% 8.5%

０５ 先生は、いつも子どもの人権を大切にしながら指導に当たっている。
86.5% 13.2%

０６ 子どもは、授業が楽しくわかりやすいと言っている。
81.6% 12.2%

０３ 学校は、少人数指導や複数の先生で授業するなど、個に応じた指導の工夫をしている。
73.8% 9.8%

０４ 学校は、きれいで落ち着いた環境作りに努めている。
71.4% 21.3%

０１ 学校は、学校だより等で教育方針や学校の様子をわかりやすく伝えている。
93.1% 5.3%

０２ 学校は、家庭や地域・保護者との連絡や連携を密に行っている。
87.6% 8.5%

わからない

R５年度　国府小学校 学校教育自己診断結果

質問 よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない



日 曜 行事予定 下校時刻

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

日 曜

5 金

6 土

7 日

8 月

※

※ 給食は１０日（水）から開始の予定です。（１年生は１７日から開始）

※ 学習参観は、２０日（土）午前中の予定　時程は後日連絡します

なお、学習参観の代休は２６日（金）の予定です。

４月中は、全曜日５時間授業（１４：４０下校）です。ただし、水曜日は１・２年生のみ４時間授業
（１３：５０下校）です。学校行事がある日は、学年によって下校時刻が異なる場合もあります。
ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

下校時刻

入学式（９：３０開式）　※新１年生のみ登校 終了時刻未定

１学期始業式　　１年生集団下校　　PTA１年生下校見守り
１年生　11:00集団下校
２～６年生　　１１：４５下校

　　　　国府小学校　令和６年４月行事予定
４月行事予定

PTA新旧役員さん顔合わせ会(19:00～・ふれあいルーム) 14:40

スクールカウンセラー来校　　給食最終 14:40

春分の日

４５分３時間授業　　大掃除 11:40

修了式　　３時間授業　　　５年生奉仕作業
1～4年生　1１:20

5年生　11:50

春季休業開始

卒業式(１～５年生はお休み) 11:00ごろ下校予定

14:40

1～2年生　13:50
3～6年生　14:40

卒業式準備
1～4年生、6年生　13:30

5年生　14:40

14:40

1～2年生　13:50
3～6年生　14:40

タイピングコンテスト 14:40

SST⑩　　登校指導　　卒業式予行　　PTA実行委員会(本部のみ) 14:40

児童集会　　集中下校　　図書館閉館  　ワックスがけ 14:40

クラブ⑧　　校外学習(2年)
1～3年生　14:40
4～6年生　15:35

国府小学校 令和6年 3月行事予定

スクールカウンセラー　　図書館最終返却日 14:40



５年生 校内研究授業 

 1 月３１日に５年１組で校内研究授業※を行いました。（※教員向けの公開授業） 

国語科の「大造じいさんとがん」の学習でした。この単元では、いろいろな視点で物語を

読み、物語の魅力について交流することを目標にして学習活動を進めました。 

この物語は、猟師の大造じいさんとがんの頭領である残雪の３年にわたる戦いを中心に展

開します。研究授業では、仲間を守ろうとする残雪の姿や頭領らしい堂々とした姿を見て、

銃を下ろしてしまう大造じいさんの心情の変化について考えを交流しました。「なぜ銃を下

してしまったのか」という問いについて自分の考えを持ち、席の近くの人と交流したり、司

会を中心に学級全体で話し合いを進めたりしました。また、友達の発言を聴いて分からない

ことがあれば、「どういうことですか。」と問い返すなど、お互いの考えをしっかりと聴き合

う学び方が身についていて、あたたかい雰囲気の中で相互学習が進んでいきました。 

 

 

 

 

 

授業後、教員全体の研修を行いました。教員同士の話し合いでは、研究授業での子どもた

ちの様子を振り返りながら、「言葉にこだわって文章を読んだり、言葉から想像を広げたりす

るために必要な手立て」について話題になりました。また講師として来ていただいた大阪府

教育センター・指導主事の先生からは、子どもたちの学習に取り組む姿に基づいた評価の方

法についてご助言をいただきました。 

言葉から具体的に想像したり、物語を味わいイメージを深めながら読んだりする力を高め

ることができるように、低学年では「人物の様子を想像して読むこと」、中学年では「場面の

移り変わりと結び付けて人物の気持ちの変化を想像して読むこと」などを学習において大切

にするとともに、高学年に向けて「想像しながら読む力」を積み上げていくことを教員全体

で確認しました。 

今年度最後の研究授業となりましたが、今後も、国語科の学習において、言葉による見方・

考え方を働かせながら思考力や想像力の育成をめざし、読書を楽しむことができる児童を増

やしていく取組みも推進していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大造じいさんとがん」の魅力とは・・・学習の最後に、ロイロノートで魅力をまとめました。 

 

 

 

 

他の物語を読むときにも、

生かしたいことが書かれて

います。 

 

読んで疑問に思った事柄をつ

なげて考え、読みを深めたり、 

イメージを広げたりすることが

できています。 


